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「二階建てモデル」と「別立てモデル」の比較
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●二階建てモデル（上乗せ横だしモデル）混合的財源・１サービス・２給付調整システム

	「介護」サービス
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△費用供給が、二段階に分離される　　　　⇒上乗せ・横だしを行うための「カテゴライズ」が必要

△同一サービスへの給付を二財源からうける⇒二つの給付調整の根拠について関連付けが必要

●別立てモデル（財源統一モデル）　　統一財源・２サービス・２給付調整システム

	介護保険サービス
	
	支援費サービス


	介護保険の給付


	
	支援費の

給付

	

	保険財源

	

	税財源


〇財源の水平的・垂直的調整は、介護保険財政により可能となる。

〇給付総額に占める税の比率が、２階建てモデルに比べて小さい。

【結論】

別立てモデルにより、統合の弊害を最小限・メリットを最大限にすることができる。

